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禎

宏
（
一

九

八

八）
「

西

ド

イ

ツ

の

教
員

養
成
制
度
と

『
教

員
失

業』

問

題
」

『
日

本
教
育
行

政
学
会
年
報
・

14
』

二
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近
年

、

教
員
の

資
質
向
上

が

課
題
と

さ

れ
、

そ
の

方

策
の
一

つ

と

し

て

の

試
補
制
度
導
入

に

つ

い

て

検
討
が

行
わ

れ
て

い

る
。

そ

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
1）

し

て
、

外
国
の
一

例
と

し
て

ド

イ

ツ

連
邦

共
和
国
の

制
度
が

紹
介
さ

れ

て

い

る
。

　
ド

イ

ツ

に

お

け

る

試
補
制

度
の

歴

史
は

古
く

、

一

八
三
一

年
に

は

中
等
学
校
（

ゴ
α

げ
Φ
門
 

Q∩
O
げ
⊆一
Φ
）

の

教
員
に

対
す

る

規
定
と

し

て

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2）

「

条
件
付
き

教

授
資
格
」

（

げ
Φ

α

ぎ
ひq8

「

舞
巳

冨
ω）

が

定
め

ら

れ
て

い

る
。

試
補
教
員
は

教
授
上
の

力
量
を

中
心

に

実
践
的
能
力
を

養
う

も

の

と

さ

れ
、

所
定
の

試
験
に

合
格
後

、

正

規
の

教

員
と

し

て

採
用

さ

れ
て

い

た

の

で

あ

る
。

　

今
日

西

ド

イ

ツ

に

お

い

て

は
、

こ

う
し

た

長
い

歴
史
を

持
つ

同
制
度
が

確
立

さ

れ

て
い

る
一

方
で

、

教

員
資
格
を
持
ち

教
職
を

志

望
し

な

が

ら

採
用
さ

れ

な
い

と
い

う
「

教

員
失
業
」

（

い
Φ

ぼ
 

建
『

σ
Φ一
け

ω一
〇
ω一
αq
片
Φ凶
け

）

が

生
じ
て
い

る
。

こ

れ

は

教
員

養
成
系
大
学
．

学

科
へ

の

入

学
者
数
の

大
幅
な

減
少
に

ま
で

影
響
を

及
ぼ

し
、

養
成
問
題
が

大

学
教
育
の

あ
り
方
と

も

か

か

わ
っ

て

論
じ

ら

れ

て

い

る
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（
3＞

点
で

特
徴
的
で

あ
る

。

す

な

わ

ち
、

こ

の

こ

と

は

教

員
養
成
制
度
そ

の

も

の

を

問
い

返
す

契
機
を

含
ん

で

い

る
。

　
西

ド

イ

ツ

の

教

師
教
育
に

関
す

る

先
行
研
究
で

は
、

教

員
養
成
お

よ

び

現

職

研
修
に

つ

い

て

考
察
が

加
え

ら

れ

て
い

る

が
、

す
で

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
〔
4）

に

重
要
な

課
題
と

な

り

そ

の

解
決

策
が

模
索
さ

れ

て

い

る

「

教
員
失
業
」

問
題
に

つ

い

て

は
、

ほ

と

ん

ど

見
る
べ

き

も

の

が

な
い

。

し

か

し
、

教
師
教
育
が

養
成

・

採
用

・

研
修
の

各
段
階
を

通
じ

て

総
合
的
・

体
系
的
に

行
わ

れ

る
べ

き
こ

と

の

重

要
性
を

踏
ま

え

る

な
ら

、

こ

の

問
題
は

教
師
教
育
の
一

貫

性
に

か

か

わ

る

課
題
と

し
て

捉
え

ら

れ

る
べ

き
で

あ
り

、

等
閑
視
さ

れ
て

い

る

点
こ

そ

問
題

と

さ

れ

な
け

れ

ば
な

ら

な
い

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
5）

　
わ
が

国
に

お

い

て

も
、

教
員
採
用
者
数
の

減
少
が

長
期
に

わ
た

っ

て

続
く
こ

と
が

予
想
さ

れ

て
い

る
。

そ

う

し

た

状
況
に

あ
っ

て

西
ド

イ
ツ
で

の

事
態
の

展
開
は

、

わ
が

国
の

こ

の

問
題
へ

の

展
望
に

関
し

て

少
な
か

ら
ず
示

唆
を

与
え

る

も

の

と

な

ろ

う
。

本
稿
は

、

こ

の

観
点
か

ら

西

ド

イ
ツ

の

教
員
養
成
制
度
の

特
質
を
「

教
員
失

業
」

の

実
態
か

ら
明
ら

か

に

し

よ

う

と

す

る

も
の

で

あ
る

。

N 工工
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西 ドイ ツの教 員養成制度 と 「教員失業」問題

一

　

西
ド

イ
ツ

の

教
員
養
成
制
度

　

西
ド

イ
ツ

の

教
師

教
育
は
、

 
大

学
で

の

教

員
養
成

、

 
任
用
を

撤
回

し

う

る

公

務
員
で

あ

る

試
補
教
員
（

UU
雷
ヨ
8
碧
出

芝
置
 
「−

霽
h）

と

し

て

の

教
育

、

 
継
続
教
育
の

三

つ

の

内

容
を

含
む

。

そ

し

て

前
者
二

つ

が
、

そ

れ

ぞ

れ

教
員
養
成
に

お

け

る

第
一

段
階

（

 

磊
冖

 

勺
び

9
ω

Φ）

お

よ

び

第
二

段
階
（

N

≦
 

津
 

勺
び

器
Φ
）

と

呼
ば

れ

て

い

る
。

　
基

幹
学
校

・

実
科

学
校
・

ギ
ム

ナ
ジ

ウ
ム

等
の

教
員
を

志
望
す

る

学
生
は

、

養
成
教
育
を
行
う

大

学
に

入

学
し

、

三

年
か

ら

四

年

間
の

教
育
を

終
え
た

後、

学
術
的
内
容
を

中
心
と

す

る

卒
業
試
験
を

兼
ね

た

第
一

次
国
家
試
験
（
国

邑
Φ

ω

β
讐
ω

買
母

薹
ぴq
）

を

受
け

る
。

合
格
す

る

と

準

備
勤

務
（
＜
o
『
げ

興
 

ぎ
躍
ω

臼
 

昜
け
）

に

就
き

、

一

八
カ

月
か

ら
二

四

カ

月
間
こ

れ

に

従
事
し

た

後
、

第
二

次
国

家

試
験
（

N
≦
 

津
 

ω
冖

曽

簿
ω

O
「

口

甘
ロ
oq
）

を

受
け

、

こ

れ

に

合
格
し

た

者
は

教
員
に

な

る

資
格
を
持
つ

。

つ

ま

り

大

学
卒
業
後
、

少
な

く

　
87

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
2

と

も

約
二

年
間
の

さ

ら

な

る

養
成
教
育
を
受
け
て

、

よ

う

や

く
教
職
に

就
く
こ

と

が

で

き

る

の

で

あ
る

。
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試
補
教
師
研
修
所
と

研
修
学
校
の

人
的
お

よ

び

物
的
収
容
能
力
が

十
分
な

養
成
を
保
障
す
る

こ

と

が

で

き

な
い

場
合
な

ど

に

は
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　（
6）

定
の

制
限
が

課
せ

ら

れ

た

う
え

で
、

第
一

次

国
家
試
験
合
格
者
の

準
備
勤
務
へ

の

配

置
は

、

大
学
卒
業
後
行
わ
れ

る
。

そ

し

て
、

準

備
勤
務
の

終
了
時
に

教

員
候
補
生
（
冖、
Φ
7
「
動

BP

什

Qo
餌
【冖
≦
似
「

佇

 
「

・

幻
 
h
 
「
 

口
匹
口
『

）

に

課
さ

れ

る

第
二

次

国
家
試
験
は

、

ノ

ル

ト

ラ

イ
ン
．

ヴ
ェ

ス

ト
フ

ァ

ー
レ

ン

邦
の

場

合
、

次
の

よ

う
に

進
め

ら

れ

る
。

　

候

補
生
は

、

選
択
し

た
二

教
科
に

つ

い

て

研
修
学
校
の

指
導

教

員
と

相
談
の

う
え

、

テ

ー
マ

の

指
定
を
う

け

て
、

論
文
（

ω

o

訂凶
h
け

亭

07

 

〉
「

σ
Φ

ε

を

提
出
す
る

。

こ

れ

ら

の

評
点
の

確
定
後

、

研
修
学
校
に

お

い

て

試
験
授
業
（

¢
耳
Φ

三
6

窪
の

嘆
o
げ
 
）

を

こ

の

二

教

科

で

行
い
、

さ

ら

に

口

頭
試
験
（

琶

言
色
8
げ
 

勺

急
旨
口
ぴq
）

を
受
け
る

の

で

あ
る

。

文
部
大
臣
の

管
轄
す

る

行
政
区
ご
と

に

設

置
さ

れ

る

試
験

局
（

勺
「

口

岔
ロ
 

芻
ヨ
宀）

が

編
成
す
る

試
験

委
員
会
（

℃

益
h

巨
αq
ω

p

昜
ω
o
げ
5
も
〉

に

よ
っ

て

評
価
は

な

さ

れ
、

所
定
の

項
目
ご

と

に

六

段

階

で

評

点

が

付
け

ら

れ

る
。

評
点

は
一

が

「

大

変
優

秀
（

ω
 

耳

ひ窺

葺）
」

、

二

が

「

優

秀
（

粤
け
）

」

、

三

が

「

良
好

（

σ

印

｛

二
 

色
mq
Φ

邑
）

」

、

四

が

「

十

分
（

帥
ロ

毀
色
o
ゴ

9
血）
」

、

五

が

「

不
十
分
（

B
 

昌
mq
 

ぎ
鋒
け
）

」

、

六

が

「

不

可
（

巨
ひq
Φ

昌

轟
Φ

a
）

」

で

あ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
7）

る
。

そ

し

て
、

そ

れ

ぞ

れ
の

評
点
を

表
1
に

示

す

よ

う
に

二

倍
化
あ
る

は

三

倍
化
す

る
。

　

こ

れ

ら
一

〇
項
目
に

つ

い

て

教
員
候
補
生
は

評
価
さ

れ
、

評
点
の

合
計
を
の

べ

項

目
数
二

〇
で

割
っ

た

も
の

が

総
合
評
点
と

な

る
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
8）

そ
の

他、

候
補
生
の

全

体
的

印
象
に

よ
っ

て

は

○
・

四
ポ

イ
ン

ト

ま
で

よ

り
高
く

評

価
で

き

る

規
定
等
が

定
め

ら

れ

て

い

る
。

　

こ

の

結
果

、

総
合
評
点、

一

教
科
の

論
文
の

評
点

、

二

教
科
の

試
験
授

業
の

評
点
の

い

ず
れ

か
が

「

不
十
分
」

あ
る

い

は
「

不
可
」

の

場
合、

候
補
生
は

不
合
格
で

あ
る

。

こ

の

と

き
、

少
な

く
と

も
二

教
科
の

論

文
が

「

十
分
」

よ

り

良
好
で

あ
れ
ば

再

試
験
を

受
け

る

こ

と

が

で

き

る

が
、

再
び

失

敗
し

た

場
合

、

そ

れ

以
上

の

受
験
は

認
め

ら

れ
な
い

。

こ

れ

に

よ
っ

て

教

員
に

な

る

道
は

閉
ざ

さ

紅

罷
。

第
二

次
国
家
試
験
に

お

い

て

は
、

実
践

的
傾
向
の

強
い

内
容
が

問
わ

れ
、

絶
対
評
価
に

基
づ
い

て

そ

の

結
果
が

決
定
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　

教
員
資

格
を

得
た

候
補
生
は

、

採
用
さ

れ

る

こ

と

が
で

き
る

。

バ

イ
エ

ル

ン

邦
の

場
合

、

公

立

学
校
教
員
は

正

規
採
用
の
しd
鐔
日
8

あ
る
い

は

不

正

規
採
用
の

〉
昌
αq
 
ω
冖

Φ一
一

8
と
い

う
身
分
で

公

務
に

従
事
す

る
。

しd
＄
∋
冨
は

通
常
の

任
用
に

よ

る

地
位
で

、

教
員
と

し

て

288
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× 2 ＝ 10％
× 1 ＝ 5％
× 3 ＝ 15％
× 1 ＝ 5％

　　　　　　 表 1　 第 2 次国家試験 の 評 価 内容 お よ び 最終評 価

　　　　　　　　　　（ノ ル トラ イ ン ・ヴ ェ ス トフ ァ
ー レ ン 邦）

〈評 価内容 ・配点〉

〈 第 1教科 〉

教科指導者の 評価

論文

試験授業
口頭試験
〈 その 他〉

× 2 ＝ 10％
× 3 ＝ 15％
× 3 ＝ 15％
× 1 ＝ 5％

基幹 ゼ ミ ナー ル 指導者の評価

基幹ゼ ミ ナ ール で の 事項 に 関す る試験

　 　　 　 合　　 計

× 2 ＝ 10％

× 2 ＝ 10％
20＝ 100％

〈第 2教科 〉

教科指導者の評価
論文

試験授業
口 頭

〈 最終評価 〉

　「十分」
「不十分」

　「不可」

3．25か ら4．0まで

4．1 か ら5．0まで

5，01以上

「大変優秀」

　　「優秀」

　　「良好」

1．0 か ら 1．74 まで

1．75か ら2．49まで

2．5 ら3．24まで

の

義
務
と

権
利
を

有
す

る

が
、

〉
口
ひq
Φ
ω
け

 一一

8
は

例
外
で

あ
り

、

連

邦
基
本
法
に

定
め

る

諸
条
項
の

他
、

労
働
法

、

社
会
保
障
法
等
の

特
別
規
定
（

た

と

え

ば
、

ス

ト

ラ

イ

キ

禁
止

の

適
用
か

ら

除
外
）

を

受

け
、

採

用

後
一

五

年
間

の

勤

務

を

経

た

後
に

終
身

採
用

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
10）

（
しU
Φ
曽
コ
ロ

什

O
　
鋤

＝
州

］
「
 

げ
Φ

コ
ω
N
Φ
一

け
）

さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

　
以
上
の

よ

う
に

大
学
入
学
か

ら

準
備
勤
務
終
了
に

至
る

広

義
の

教

員
養
成
制
度
は

、

基
本
的
に

実
際
の

採
用

者
数
と

は

か

か

わ

り

な
く

機
能
し

て

い

る
。

第
一

次
国
家
試
験
を
通
過
し

て

準

備
勤

務

に

就
い

た

教
員
候
補
生

は
、

第
二

次
国
家
試
験
に

合

格
す
る
こ

と

に

よ
っ

て

被
採
用

資
格
を

与
え

ら

れ

る

が
、

こ

の

こ

と

は

そ

の

ま

ま

候
補
生

の

正

規
採
用

を

意

味
し

て

い

る

わ

け
で

は

な

い

の

で

あ

る
。

「

教
員
失
業
」

を

め

ぐ
る

状
況

　
一

九
七

〇
年
以
降

、

西
ド

イ

ツ

全
体
の

児
童
・

生
徒
数

（

大
学

を

除
き

、

職
業
学
校
を

含
む
）

と

教
員
数
は

表
2
の
よ

う

に

変
化

　

　
（
11V

し

て

い

る
。

七
五

年
を
ピ

！

ク

に

児
童

・

生
徒
数
は

減
り
、

八

五

年
に

は

最
高
時
の

八

割
弱
に

ま

で

低
下
し

て

い

る
。

事
前
に

生

徒

　
紹

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
2

数
減
少
を
予
測
す

る
こ

と

が

で

き
、

ま

た

実
際
に

七
五

年
以

降
の

N 工工
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児童 ・生徒数 と正 教員 （hauptberufliche　Lehrer）数 の 推移表 2

年度 児童 ・生徒 数　i1970＝ 100 正 教員数 i1970＝ 100

1970 11148299i　　 100．000 363126i　 　 100．000

基礎学校

及 び基幹

学校教員

数
1971 11419252i　 　 102、430 377756i　　 104．028

1972 11794563i　　 105．797 405390i　　 lll．638

1973 12075986i 　 　 108．321 437767i 　 　 120．555

1974 12286424i 　　 l10．209 463224i　　 127．565

1975 12410149　i　　 111，319 486533　i　　 133．984

1976 12384104i　　 111．085 509609i　 　 140．339 239626

1977 12239347　1　　 109．787 524267i 　　 l44．376 243725

1978 11941567i　　 107．116 530948i　　 146．215 245325

1979 117940841　 105．793 546520i　 150．504 246757

1980 11566164i　　 103．748 561617i　　 154．661 248013

1981 11258360i　 　 100．987 571828i　　 157。473 244738

1982 10868583i　 　 97．491 574928i　 　 l58．327 243093

1983 10461411i 　　 93．839 575163i　 158．392 238705

1984 10050906i　 　 90，156 573098i 　 　 157．823 234549

1985 9678766i 　 　 86．818 573173i 　 　 157．844 234385

こ

の

傾
向
が

顕
著
で

あ
る

に

も

か

か

わ

ら

ず
、

そ

の

後
八

年

間
に

お

よ

ん

で

贅
警
増
加
し

三
る

こ

と

は
・

子
ど

も

の

数
に

対

卿

応
す

る

教
員
数
の

確
保
が

、

全
体
と

し
て

は

十
分
に

計

画
化
さ

れ

て
い

な
い

こ

と

を

示
し
て

い

る
。

し
か

し

八
一

年
以
後、

教
員
数

は

ほ

と

ん

ど

増
加
し
て
お

ら

ず
、

従

来
の

伸
び
と

比

較
す
る

と

生

徒
数
減
少
の

影
響
を

受
け
て

い

る
こ

と

が

窺
え

る
。

と

り
わ

け
、

最
も

生
徒
数
が

著
し

く

減
っ

て
い

る

基

礎
・

基
幹
学
校
の

教

員
に

つ

い

て

は

減

員
さ

れ

て

い

る
。

こ

う
し

た

状
況
の

も
と

で
、

「

教
員

失
業
」

は
い

か

な

る

形
で

現
れ

て

い

る
の

だ
ろ

う
か

。

こ

こ

で

は
、

教
員
養
成
の

プ
ロ

セ

ス

に

沿
っ

て

「

教
員

失
業
」

の

実
態
を

検
討

す
る

。

　
ω

　
教
員
養
成

系
学
生
・

準
備
勤
務
者
の

減
少

　
ギ
ム

ナ
ジ

ウ
ム

等
で

ア
ビ

ト
ユ

ア

（

〉
げ
一

葺
「）

を

取
得
し

て

大

学
入

学
資
格
を

得
た

生
徒
の

う
ち

、

教
員
養
成
（

こ

こ

で

は

基
礎

学
校

・

基
幹
学
校

・

特
別
学
校

・

実

科
学

校
・

ギ
ム

ナ

ジ

ウ
ム

．

職
業
学

校
の

教
員
の

養
成
と

す
る
）

を
目
的
と

す

る

大
学

・

学
科

等
へ

の

進

学
志
望

者
は

、

連

邦
教
育
科
学
省
等
の

調
査
に

よ
る
と

七

五

年
以
降

急
速
に

減
少
し

て

い

る
。

七
一

年
に

は

全

体
の

三

九

％
を

占
め

た

志
望

者
数
は

七

六

年
に

＝
ハ

％
に

落
ち
、

以

後
漸

N 工工
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表 3　 養成プ ロ セ ス に お け る学生数 の 推移

年度 入 学者数
一次試験

合格者数

準備勤務

者数

二 次試験

合格者数

二 次試験

合格 率

1979 29912 36970 38600 34014 88．1％

1980 28909 32342 31615 28706 90，8％

1981 29615 28181 23209 20473 88．2％

1982 21586 27185 28086 25772 91．8％

1983 16419 26492 27094 25335 93．5％

1984 14656 25032 23715 22331 94．2％

1985 11462 不　 明 21219 20444 96．3％

減
し

て

八
五

年
現
在

、

三
・

七
％
に

ま

で

低
下
し
て

い

る
。

絶
対
志
望
者
数
も

七
二

年

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
12）

の

最
高
時
に

比
べ

て
、

八
五

年
で

は

そ

の
一

五

％
に

し

か

達
し

て

い

な

い
。

　

そ

し

て
、

教
員
養
成
系
大
学

・

学
科
等
に

進

学
し

た

学
生
（］
「
Φ

7
「

9Ω
コ

P
什

ω
ω
阡

二
匹
 
コ
け）

は

志

望

者
数
に

比

例
し

て

減
り

、

そ

の

結
果
学
生

総
数
は

減
少

、

全

学
生

数
に

占
め

る

教

員
養
成
系
学
生

の

割

合
も

著
し

く

低
下
し

て

い

る
。

七

五

年
に

は
、

約
二

四

万

人
だ
っ

た

学
生

数
も

八

〇

年
に

約
二
一

万
人
、

八

四

年
に

約
一

六

万
人
、

八

六

年
に

は

約
一

二

万

人
と

な

り
、

八

六

年
の

全

学
生

比
率
は

七

五

年
の

そ

れ

の

お

よ

そ

三

分
の
一

に

ま

で

　

　

　
　
（
13V

低
下
し
て

い

る
。

　

大
学
で

の

研
究
（
ω
け

鼠
ご
ヨ
）

を

終
え
た

後
に

、

学
生

は

国
家
試
験
を
二

度
受
験
す

る
。

大

学
入
学
か

ら

第
二

次

国
家

試
験

合
格
に

至
る

ま
で

の

学
生
の

量

的
変
化
は

、

表

　

　

　
　

　

　
〔
14）

3
の

と

お

り

で

あ
る

。

教
員

養
成
系
の

入

学
者
数
減
は

、

第
一

次
国

家

試
験
合
格
者

数
、

準
備
勤
務
者
数

、

そ

し

て

第
二

次
国
家
試
験
の

合
格
者
数
の

減
少
へ

と
つ

な

が
っ

て

い

る
。

つ

ま

り
、

最
終
試
験
で

あ
る

第
二

次
国
家
試
験
の

合

格
者
数
は
、

基

本
的
に

は

入

学
者
数
に

規
定
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

明
ら

か

で

あ
る

。

ま

た
、

第
二

次

国
家
試
験
の

合

格
率
が

九

〇

％
以

上

を

示

し

て

い

る

と
い

う
こ

と

は
、

同

試
験
の

合
否
決

定
が

採
用
の

た
め

で

は

な

く
、

む

し

ろ

養
成
教
育
の
一

環
と

し

て

実
際
上

、

機
能
し

て
い

る

と

言
え

よ

う
。

 
　
「

失

業
教
員
」

（

彎
σ
Φ一
佇

o一
〇

器
「
Φ
7
「

Φ
「）

の

増
大

第
二

次
国
家
試
験
に

合
格
し
た

者
は

教
員
と

し

て

採
用

さ

れ

る

資
格
を
持
つ

が
、

年
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（
15）

ご

と

の

応
募
者
数
と

採
用

者
数
は

、

七

九

年
以

降
、

表
4
の

よ

う
に

変
化
し
て

い

る
。

両
者
の

数
が

年
々

か

け

離
れ

つ

つ

あ
る
こ

と

は

明
ら

か

で

あ
る

。

こ

れ
は

、

採
用

者
数
が

減
少
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

不

合
格
者
が

増
加
し

、

そ

れ
が

「

失
業
教
員
」

と
し

て

毎
年

累
積
さ

れ

る

こ

と

で

応
募
者
数
が
い

っ

そ

う

増
加
し
て

い

る

た

め

と

考
え

ら

れ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

過

年

度
第
二

次
試
験
合
格
者

（

〈
o
＝
四

昜
ぴ自
 

三
缸
Φ
冖

Φ

ピ
 

ξ
臼
V

で

「

失
業
教
員
」

と

な
っ

て

い

る

者
の

増
加
が

示
し
て

い

る
。

こ

う
し

た

状
況
の

も
と

で
、

応

募

者
数
に

対
す
る

採
用

者
数
の

割

合
（

11

採
用

率
）

は

年
々

低
下
す
る

傾
向
に

あ
る

。

　
そ

し
て

応
募
し

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
採
胴
さ

れ
ず

、

か

つ

教
職
を
諦
め
ず
志
望
を
続
け
る

者
は
「

失
業
教
員
」

と
な
る

。

「

失

業
教

員
」

は
、

八
一

年
以

降
急
激
に

増
加
し

て

い

る

が
、

こ

れ

は

採
用
者
数
が
大
き

く

減
少
し

始
め

た

年
と
一

致
し

て

い

る
。

八
一

年
以

降
の

五

年

間
で

お

よ

そ
二

万
人
の

新
た

な

「

失
業
教
員
」

が

生
ま

れ
、

そ

の

増
加
率
は

年
平
均
二

九
・

○
％
と

な
っ

て

い

る
。

　
一

例
と

し

て
、

「

失

業
教

員
」

の

生
活
に

関
す
る

報
岱
を

見
て

み

よ

う
。

　

「

二

六

歳
の

女

性
−
自
分
の

仕
事
は
、

職
業
安
定
所
に

通
う
こ

と
で

あ
る
と

彼
女
は

皮
肉
を

込
め
て

言
う

。

朝
か

ら

失
業
手
当
を

得
に

出
か

け

る

の

で

あ
る

。

教
師
を

志
望
す

る

限
り
仕
事
の

な
い

の

は

当
然
で

あ
り

、

非
常
勤
講

師
に

就
く

こ

と

も

今
の

と

こ

ろ
で

き

て
い

な
い

。

講
師
に

は
噛

長
期
間
勤
務
可
能
な

高
い

能
力
を
持
っ

た

者
嫡

が

求
め

ら
れ
て

い

る

か

ら
で

あ

る
。

彼
女
は
一

次

試
験

を
三
・

○、

二

次
試
験
を
二

・

○
で

合
格
し

て

い

る
が

、

ヘ

ッ

セ

ン

邦
で

は

志

願
者
の

平
均
が

二

・

四

で

あ

り
、

英
語
と

体
育
と
い

う
彼
女
の

選

択
教
科
の

組
合
せ

の

場
合
は

、

採
用
の

下
限
が

二
・

○
で

あ
る

。

彼
女
は

中
等
教
育
1

（

000

評
⊆
「卩
幽
斡
「
自目
辞

二
hO

一

）

し
か

免

許
を

持
っ

て

い

な
い

の

で
、

職
藁
学
校
で

は

教
員
が

不
足
し

て
い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

職
業

学
校
教
員
に

は

な

れ

な
い

。

ノ

ル

ト
ラ

イ
ン

・

ヴ
ェ

ス

ト

フ

ァ

ー
レ

ン

邦
と

ベ

ル

リ

ン

邦
の

教

員
に

も
応

募
し

て

お

り
、

返

事
待
ち

だ
が

、

彼
女
は

期
待
し
て

い

な
い

。

二

八

歳
の

男
性
−

二

次
試
験
を
受
け

る

ま

で

は

採
用
さ
れ

る

こ

と

が

こ

れ

ほ

ど

困
難
だ
と

は

知
ら

な

か
っ

た
。

今
我
慢
で

き

な
い

の

は

身
分
が

不
安
定
な

こ

と

だ
、

と

彼
は

霤
う

。

彼
は

、

一

次
試
験
と
二

次
試
験
を
い

ず
れ

も
二

・

○
で

合
格
し

た

が

採
用
さ

れ

て
い

な

い
。

半
年
聞
契
約
の

講

師
の

職
が

あ
る

が
、

八

月
一

日
か

ら
翌
年
の

二

月
ま

で

な

の

で
、

そ

う
こ

う

す

る

う
ち

に

終
わ
っ

て

し
ま

う
。

ま

た

非
當
勤
の

時
間
講

斷
は

、

休
暇
や

祝
日
あ
る
い

は

遠
足
な

ど

で

授
業
の

な

く

な

る
こ

と

が

多
く

、

実
際
は

月
に

三

〇
〇
マ

ル

ク
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表 4　 応募者 ・採用者数 ・失業者数 の 推移

年度 応 募者数 採用 者数 採用率 全失業者数 　i うち、過年度二 次

1979「 40568 3398783 ．8％ 6902　i　 試験 合格者 数

1980 44477 3369875 ．8％ 8682　　1　　　　　　　　　　 7390
1981 41493 2629063 ．4％ 13593　　i　　　　　　　　　 11596

1982 39510 1631241 ．3％ 18636　　i　　　　　　　　　 15380

1983 40387 1001724 ．8％ 25264　　i　　　　　　　　　 21146
1984 52515 1063620 ．2％ 28464　　i　　　　　　　　　 23886

1985 61896 10438 16．9％ 29364　　i　　　　　　　　　 25012

1986 61395 7261 11．8％ 24646　　i　　　　　　　　　 22586

表 5　 新 規採用教 員の 身分 の 内訳 （百分率）

年　度 正規 採用 （Beamte ） 不 正 期 採用 （Angestellte）

合　計 常　勤 非常勤 合　計 常　勤 非 常勤

1983 73．8 59．7 14．1 26．2 15．0 11．2

1984 63．4 45．0 18．4 36．6 14．9 21．7

1985 53．2 39．1 14，1 46．8 7．0 39．8

し

か

得
ら

れ

な
い

。

教

員
候
補
生
に

支
給
さ

れ

る

の

が

＝
二

〇
〇

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
16）

マ

ル

ク

だ
か

ら
、

こ

の

四

分
の
一

に

な
っ

て

し

ま

う
の

で

あ
る
」

　

現
在

、

西
ド

イ
ツ

に

お
い

て

は
、

教
員
養
成
系
学
生
に

限
ら

ず

青
年
層
の

失
業
率
が

次
第
に

高
ま
っ

て

お

り
、

大

学
を

卒
業
し

た

後
に

就

職
で

き

な
い

学
生
（

舞
巴
Φ

∋
一

ω
o
げ
Φ

〉
「

σ

色
け

巴
o
ω

Φ
）

が

増

加
し
て

い

る
。

そ

う
し

た

状
況
で

も

「

失

業
教

員
」

の

失
業
者
全

体
に

占
め

る

割
合
は

、

七
五

年
の
一

六
・
一

％
か

ら

八

五

年
の

三

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　（
17）

五
・

二

％
へ

と

倍
増
し

て

い

る
。

こ

の

こ

と

か

ら

も

「

失

業
教
員
」

増
加
の

激
し

さ

が

明
ら

か

で

あ
る

。

　
こ

れ

ら

に

加
え

て

注
目
す
べ

き
こ

と

は
、

採
用
さ

れ

た

教
員
の

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
18）

身
分
に

つ

い

て

で

あ
る

。

表
5
に

示

す

よ

う
に

、

八

三

年
か

ら

三

年

間
に

Ud
芻
ヨ
8
と

し

て

採
用
さ

れ

た

教

員

数
は

、

全

体
の

六

〇
％
弱
か

ら

四

〇
％
弱
へ

と

急

低

下
し

て

い

る
。

そ

の
一

方
で

〉
コ
ひq
Φ

阻
Φ一
一

8
で

か

つ

非
常
勤

採
用

の

者
が

約
三

倍
に

な

り
、

採
用

後
一

五

年
間
は

終
身
採
用
の

保

障
さ

れ

な
い

身

分
（
バ

イ
エ

ル

ン

邦
の

場
合）

の

教
員
が

半
分
近
く
を
占
め

る
に

至
っ

て

い

る
。

多

く
の

「

失
業
教
員
」

の

存
在
に

よ
っ

て
、

採
用
さ

れ

た

教
員
の

少

な
く
な
い

部
分
も

ま

た

き
わ
め

て

不
確
実
な

立
場
に

置
か

れ

て

い

る

こ

と

が

明
瞭
で

あ
る

。
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教員の 年齢別構成 （百分 率）の 推移表 6

普通 教育 職業 教育　　　年度

年齢 1980 1982 1984 1986 1980 19821984 1986

〜 29 18．6 12．1 6．5 3．5 10，2 8．4 6．6 5．1

30〜34 23．5 24．723 ．5 18．320 ．5 21．6 18．6 16．2

35〜39 19．9 18．922 ．0 25．820 ．6 18．9 19．9 22．4

40〜44 14．516 ．9 20．319 ．7 16．3 18．3 19．118 ．4

45〜 49 7．0 8．7 12．7 16．4 10．3 10．7 13．015 ，7

50〜 54 7．1 6．0 6．2 7．8 9．9 9．4 8．5 9．3

55〜 59 5．9 6．3 6．3 5．6 6．8 6．6 7．2 7．5

60〜64 L6 1，9 2．1 2．5 2．2 2．4 2．5 2．5

65〜 0．1 0．1 0．1 0．1 02 0．2 0，1 0．1

不　明 L7 4．5 0．4 0．4 3．0 3．5 4．5 2．8

　
 

　
教
員
構
成
の

ア

ン

バ

ラ
ン

ス

　
著
し
い

教
員
採
用
者
数
の

減
少

、

「

失
業
教
員
」

の

急

激
な

増
大
は
、

教
員

構
成
の

変
化
を

も

生
じ
さ

せ

て
い

る
。

表
6
は

八

〇
年
以
降
の

年
齢
別
教
員

　

　

　

　

　

　
（
19）

構
成
を
示
し

て

い

る
。

普
通

教
育
（

巴
戯
Φ

ヨ
営
玄
匡
 

昌
血
Φ

Qっ
o
ゴ
ニ

冨
巳

、

職
業

教
育
（

げ
 
「

信
｛
一

凶

O凵
P
 

ω
O
げ

二
一

Φ

口
）

の

い

ず
れ

の

学
校
教
育
も

、

青
年
層
の

割
合

が

確
実
に

低
下

。

前
者
に

お

い

て

は
、

八

〇
年
に

四

〇
％
以
上
を

占
め

た
三

五

歳
未
満
の

層
が

八

六

年
に

は

半
減
し
、

そ

の
一

方
で

四
五

歳
以
上
五

〇
歳

未
満
の

層
が

増
加
、

教
員
の

平
均
年
齢
を

引
き

上

げ
て

い

る
。

教
員
採
用

数

の

減
少
は

、

教
員
養
成
系
卒
業
生
の

就
職
難
を

も
た

ら

す

だ
け

で

は

な
い

。

若
い

教
員
の

相
対
的

減
少
は

学
校
の

活

性
化
を

妨

げ、

子
ど

も
へ

の

教

育

サ

ー

ビ

ス

の

低
下
に

つ

な
が

る
こ

と
が

少
な

く
な
い

。

適
切
な

世
代
交

代
は

、

教
育
保
障
の

前
提
で

あ
ろ

う
。

教
員
の

需

給
関
係
は

被
採
用
の

可
能

性
の

問

題
と

し
て

の

み

な
ら

ず

教
育
実
践
の

組
織
者
の

あ

り

方
と

い

う

観
点
か

ら

も

問
わ

れ

る
べ

き
で

あ
る

。

　

ま

た
、

ハ

ン

ブ

ル

ク

大
学
の

調
査
に

よ

れ

ば
、

現
在
の

教

員
採
用

減
が

引

き

続
き

同
邦
に

お

い

て

行
わ

れ

た

場
合

、

二

〇
〇
〇
年
に

は

教
員
の

高
年
齢

化
が

進
ん

で

四

〇
歳
未
満
の

教
員
が

ほ

と

ん

ど

い

な

く

な

り
、

そ

の
一

方
で

大
量
の

退
職
者
を
出
す
こ

と

に

よ
っ

て

著
し
い

教
員
不

足
の

生

じ

る

こ

と

が

予
想
さ

れ

て

い

る
。

そ

し

て
、

同
調
査
は

こ

れ

を
防
ぐ

唯
一

の

方
法
が

、

安

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
20）

定
し
た

新

規
採
用
を

毎
年
行
う
こ

と
で

あ
る
と

強
調
し

て

い

る
。

年
齢
別
教
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西 ドイツ の教員養成制度 と 「教員失業」問題

員
構
成
の

不
均

衡
は

、

将
来

的
な

教
員
不
足
を

も

招
来
す

る

の

で

あ
る

。

　

 

　
教
員
需
要
の

予
想
と

需
要
増
加
を
求
め

る

動
き

　

以
上

の

よ
う
な

「

失
業
教

員
」

の

増
大、

教
員
養
成
系
学
生
の

激
減
と
い

っ

た

問
題
状
況
の

な

か

で
、

将
来
の

教
員
需
要
に

関
し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
21）

て

い

く
つ

か

の

予
想
が

行
わ

れ

て

い

る
。

常
設
文

部
大
臣
会
議

（

KMK

）

は

将
来
の

児
童
・

生

徒
数
予
想
を

公
表
し

て

い

る

が
、

基

礎
学
校
児
童
の

場
合

、

一

九
八

〇
年
と

比
べ

て
、

一

九
九
〇

年
に

は
、

そ

の

八
三
・

七

％、

二

〇
〇
〇
年
に

は

同
八

四
・

四

％
、

二

〇
一

〇
年
に

は

同
六
二

・

七

％
に

な

る

こ

と
が

明
ら
か

に

さ

れ

て
い

る
。

ギ
ム

ナ

ジ

ウ
ム

生

徒
の

場
合
は
、

同
じ

く

そ

れ

ぞ

れ

六

四
・

○
％

、

六

三
・

六

％
、

五

七
・

九
％
に

ま
で

落
ち

込
む

と

予

想
さ

れ

て

い

る
。

　

ま

た
、

す
で

に
一

九
八

〇
年
四

月
に

「

地
域
教
育
計
画
研
究

所
」

（

ぎ
ω
θ

肆

耳

旨
「

諾
σq
δ
昌

巴
Φ

ロロ

ま
琶
σq
°・

巳
四

コ
⊆
コ

αq
）

に

よ
っ

て

明

ら

か

に

さ

れ
た

『

二

〇
〇
〇
年
ま

で

の
二

ー

ダ
ー
ザ

ク
セ

ン

邦
に

お

け

る

教
員
供
給
と

教
員
需
要
の

展
開
』

（
国

三

鼠
o

匹

篝
mq

〈

o
⇒

い
 

耳
 

鑓

轟
 
げ

o
冖

§
畠

い
 

訂
 
「

げ
o

匿
躁

冒

宕一

巴
 

話

碧
げ
ω

Φ
口

三
ω

N
仁

∋

宣
ぼ
・。

OO9

に

よ

る

と
、

同
邦
で

の

教
員
需
要
は

、

八

〇

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
22）

年
の

時
点
で

将
来
的
に

図
1
の

よ

う

に

な

る
と

予
想
さ

れ
て

い

る
。

縦
○
点
は

供
給
と

需
要
が
一

致
す

る

点
で

あ
り

、

プ

ラ

ス

が

上

昇
す

る

ほ

ど

供
給
が

需
要
を
上
回

る

こ

と

を

意
味
す
る

。

同
報

告
に

よ

れ

ば
、

全
体
と

し

て

八

二

年
以

降
の

供
給
は

需
要
を

越
え

る
。

そ

し

て
、

八
五

年
以

降
は

ギ

ム

ナ
ジ

ウ
ム

教
員
も
供
給
過
剰
と
な
り

、

全

体
を

大
き

く

押
し

上
げ
る

。

年
が

進
む

に

従
っ

て

教
員

供

給
が

増
加
し

、

こ

れ

に

よ
っ

て

さ

ら
な

る

「

失
業
教
員
」

の

生
ま

れ

る
こ

と

が

予
想
さ

れ

て
い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ
ら

の

予
想
は

、

近
い

将
来
に

わ

た
っ

て

「

教
員
失
業
」

問
題
が

解
決
さ

れ

な
い

で

あ
ろ

う

こ

と

を

示

し

て
い

る
。

こ

の

こ

と

を

指
し

て
、

歴
史
的
に

教
員

養
成
が

国
家
（
い
国

巳
）

に

よ

っ

て

独
占
的
に

行
わ

れ

て

き
た

に

も
か

か

わ

ら

ず
、

採
用
に

お
い

て

大
き

な

混
乱
を

生
ん

で

い

る

点
に

、

一

九
六

四

年
に

ピ

ヒ

ト

（
O°
コ
o

洋）

が

唱
道
し

た

「

ド

イ
ツ

の

教

育
的
破
局
」

θ
Φ

口
叶

ω

o
ゴ
Φ

じd

ま
巨
ウq
ω

冨
富
ω
侍

門

09

 
）

に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
23）

次
ぐ

、

「

新
た

な
教
育
的
破
局
」

（

ロ

20bu

ま
導
ぴq

鴇
讐
m
ω

需
09

Φ
）

を
見
る

論
者
も

あ
る

。

　

こ

う

し

た

状
況
に

対

し

て
、

大

学
や

教

育

科
学
労

働
組
合
（

GEW

）

あ

る

い

は

大

学

全

学
生

委

員
会
（

≧
膩
 

∋
 

ぎ
 
「

獅
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図 1　教 員需要 に 関 す る将来予測 （ニ ー ダーザクセ ン 邦）

  基礎 ・基幹学校教員

  実科学校教員

  ギ ム ナ ジ ウ ム 教員

  全　　　　体

　　（人）
14000

12000

10000

88000

 

　 4000

　 2000

　　　　0

− 2000

− 40001980
　1981　　1982　1983　1984　1985　1990　1995　2000

Qり
け

巳
穹
8
ロ
餌

¢

芻
o
げ
億

為

α

9
⊂
昌一
く

臼
ω

謬

警
）

な

ど

は
、

問
題
解
決

の

た

め
の

取
り

組
み

を

進
め

て

い

る
。

た

と

え
ば

ブ

レ

ー

メ
ン

大

学
で

は

専
門
家
・

大
学
評
議
会
・

諸
政
党
か

ら
の

ヒ

ア

リ
ン

グ
を

実
施
し
、

そ

れ

ぞ

れ

の

意

見
を

求
め

て

い

る
。

こ

の

な

か

で

GE

W
は
、

邦
政
策
担
当
者
に

対
し

て

以
下
の

内
容
の

実
現
を

要
求
し

　
〔
24）

て

い

る
。

　
・

教
員
の

労
働
時
間
の

短

縮

　
・

家
か

ら

近
い

所
に

お

い

て

教
育
が

保
障
さ

れ

る

よ

う
な

学
校

　
　

規
模
の

縮
小

　
・

二

五

人
学
級
の

実

施

　
・

教
員
需
要
に

見

合
う
よ

う

な

準
備
勤
務
者
数
の

制
限

　
・

学
習
困

難
な

外
国
人
生
徒
の

教
育
に

二

倍
の

割
合
の

教
員
の

　
　

配

置

　

ま

た
、

ブ

レ

ー

メ

ン

大
学
評

議
会
は

、

こ

れ

ら
に

加
え

て

以

下

　
　
　

　
　
　

　
　
（
25）

の

内
容
を

主

張
し

て

い

る
。

　
・

す
べ

て

の

児
童
へ

の

オ

リ
エ

ン

テ

ー
シ
ョ

ン

（

国
昌
伽q
潜

ロ
αq
ω・

　
　
ω

廿
』

融）

の

導
入

　
・

基

幹
学
校
に

お

け
る

第
一

〇
学
年
の

導
入

　
・

職
業
的
基
礎
教
育
段
階
の

導
入

　

こ

れ
ら

は
、

い

ず
れ

も
教
員
需
要
を

増

大
さ

せ

る
こ

と

に

よ
っ

獅
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て

「

失
業
教
員
」

を
減
ら

す
こ

と

を
意

図
し

て
い

る
。

ま

た

GEW

に

よ

る

教

員
候
補
生
数
の

制
限
の

提
案
は

、

に

対
応
で

き

る

養
成
制
度
の

あ
り
方
を

考
え

る

う
え

で

意

味
を

持
つ

も
の

と

言
え

よ

う
。

お

わ

り
に

教
員
の

需
給

関
係
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西 ドイ ツ の 教員養成制度 と 「教員失業」問題

　

今
日、

西
ド

イ
ツ

で

は

教
員
の

需

給
関
係
と

は

別
の

次

元

で
、

大
学
お

よ

び

準
備
勤
務
に

お

い

て

教

員
志
望

者
の

理
論
的
・

実
践

的

養
成
が

長
期
に

わ
た

り

行
わ

れ

る
一

方、

資
格
を

持
ち

な

が

ら

最
終
的
に

教
員
と

し

て

職
に

就
け
な
い

多
く

の

「

失
業
教
員
」

を

生

み

出
し
て

い

る
。

第
二

次
国
家

試
験
の

合
格
者
数
あ

る
い

は

教
員
応
募
者
数
と

実
際
の

採
用
者
数
と

の

開
き

は

い

っ

そ

う

拡
大
し
、

こ

れ

が

教
員

養
成

系
大

学
・

学
科
へ

の

入
学
者
数
の

著
し
い

減
少、

不
均
衡
な

教
員
の

年
齢
別
構
成
へ

と
つ

な

が
っ

て
い

る
。

こ

の

こ

と

は
、

児
童
・

生
徒
数
の

大

規
模
か

つ

長
期
的
な
減
少

と

い

う
事
態
に

教
員

養
成
制
度
が

十
分
対
応
で

き

て

い

な
い

こ

と

を
示
し

て

い

る
。

大

学
お

よ

び

試
補
教

員
研
修
所
で

の

養
成
教
育
を
終
え
た

後
に

実
施
さ

れ

る

二

つ

の

国
家
試
験
は

、

い

ず
れ

も
一

定
数
を

選

抜
す

る

も

の

と

し

て

機
能
し

て
い

な

い
。

最
終
的
に

教
員
資
格
を

有
す
る

者
の

数
は

、

大

学
入
学
者
数
に

大
き

く

規
定
さ

れ
て

お

り
、

そ

の

結
果
と

し

て

教
員
需

要
減
少
時
に

は

「

教

員
失
業
」

が
、

そ

し
て

需
要
増
加
時
に

は

教
員
不
足
が

発
生
す

る
こ

と

に

な
る

の

で

あ
る

。

　

教
員

養
成
か

ら

教
師
教
育
へ

と
、

教

員
の

資
質
向
上

が

体
系
的
に

図
ら

れ
て

い

か

な

け

れ

ば
な

ら

な
い

と

い

う

理

念
が

、

広
く
承

認
を
得
る

に

至
っ

て

い

る
。

こ

れ

を

現
実
の

も
の

と

す
る

に

は
、

す

ぐ

れ

て

実

際
的
な

問
題
と

し

て

の

教
員
採
用

を

無
視
す
る
こ

と

が

で

き

な
い

。

教
員
採
用

は
、

教
員
養
成
か

ら

現
職

研
修
へ

の

橋
渡
し

と

し
て

位
置
し

、

両
者
を

連

関
さ

せ

う

る

鍵
的
存

在
で

あ
る

に

も
か

か

わ

ら

ず、

こ

の

こ

と

に

注
目
が
な
さ

れ

ず
、

教
員

採
用

の

あ

り

方
に

十
分
な

考
察
が

加
え

ら

れ
て

い

な
い

の

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

需
給
関
係
を

視
野
に

入
れ

た

う
え
で

、

教

員
採
用
を

教
師
教
育
に

お

け

る

ど

の

よ

う

な

契
機
と

捉
え

る

の

か
、

教

員
採
用
の
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2

教
育
的

意
義
を
い

か

に

お

さ

え
、

そ

の

た
め

の

方

策
を
ど

う

講
じ

る

か

が

明
ら

か

に

さ

れ

ね

ば
な

ら

な
い

。

西
ド

イ

ツ

の

教
員
採
用
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が

教

師
教

育
に

お
い

て

占
め

る

位
置
は
い

か

な

る

も

の

か
、

の

解
明
が

次
の

課
題
で

あ
る

。

教
員
の

養
成
・

採
用

・

研
修
と

ト

ー

タ
ル

に

捉
え

る

う
え
で
、

こ

の

点

（

大
阪
大
学
大

学
院
）

〔

注
〕

ω
　
た

と

え

ば
、

小
島
弘
道
「

若
い

教
師
の

育
成
1
そ

の

方
法
と

条
件
」

小
島

弘
道
編
『

現

代
の

若
い

教

師
の

力
量
形
成
』

所
収

、

エ

イ

デ
ル

　
研

究
所

、

一

九
八

七
年

。

ω

　
国

巴
ロ

臼

ud
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＝
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憩
N
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恕
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ω
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ω

　
管
見
の

限
り
で

は
、

藤
枝

静
正
「

西
ド

イ

ツ

教

師
養
成
教
育
に

お

け

る
『

理

論
』

と

『

実
践
』

の

関
連
r

西
ベ

ル

リ
ン

の

場
合
を

中
心
に

　

ー
」

（

『

教
育
学

研
究
』

第
五
四

巻
、

第
三

号、

一

九
八

七

年）

に

お
い

て
、

若
干
触
れ

ら
れ

て
い

る

程
度
で

あ
る

。

七
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頁
参
照
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木
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の

将
来
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村
出
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八

五

年
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継
続
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日

本
比
較
教
育
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会
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師
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の

現
状
と
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